
６．周波数低下が46.13Hzで
止まり、回復傾向に切替わる

２． 北本緊急受電が動作
した（49.62Hz未満）

４．周波数低下により風力が
停止した(▲17万kW)

45.00Hz以下
測定限界のため
最低周波数は

不明

17-2：北海道エリア内の電源がなくなった
ことから、北本連系設備が停止した

17-1：周波数の低下により水力等
（主に46Hz以下）が停止した

16：周波数低下による過励磁で知内1号機, 伊達2号機, 奈井
江1号機が停止した（▲34万kW）

12：苫東厚真1号機の出力が低下した
（▲20万kW：推定, 3:20～3:23）

10：需要増加により徐々に
周波数が低下した

11：中央給電指令所の指令により火力の出力
が増加した（伊達2号機, 奈井江１号機）

18：大規模停電（ブラックアウト）に至った（3:25）

８. 北本連系設備のAFC機能により周波数
が一時的に50Hzでバランスした。
（57万kW：東北側から60万kW受電）

地震発生

【凡例】
北海道周波数
北本連系設備の潮流（北本七飯線）

本検証委員会により事実認定が行われた
地震発生からブラックアウトに至るまでの事象①（案）

７．中央給電指令所よりバランス停止中
の水力・火力発電機に起動指令を行った

９：狩勝幹線他の事故復旧（自動）により道東エリアが復電した

３．周波数の低下により負荷
遮断を48.5Hz,48.0Hzで実施
した（遮断量：130万kW)

5．狩勝幹線他2線路の送電線
事故により道東及び北見エリア
が停電し（約13万kW）、水力が
停止した（▲37万kW)

14：苫東厚真1号機が停止（▲10万kW：
推定）したため、再び周波数が低下した

13：周波数の低下により負荷
遮断を48.5Hz,48.0Hzで実施
した（遮断量：16万kW)

15：周波数の低下により
負荷遮断を実施した
（遮断量：6万kW)

１．苫東厚真2, 4号機がタービン振動により停止した（▲116万kW）

16、17-1、17-2の順序

①記録や因果関係が明らかでありほぼ間違いの
ない事実として認められること

②データから考えて推測などを含むが可能性の高
い事実として認められること

③データがない、因果関係の説明が十分ではない
又は聞き取りを根拠しているなど、現時点で明らか
ではないが可能性のある又は否定できないこと
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